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学研究科と密接な連携のもと、格子 QCD の大型数値シミュレーションが推進された。 
筑波大学の格子ゲージ理論の研究者は、２００６年７月に計算科学研究センターの次期並列計算機として
PACS-CS が導入されたのを契機として新たな研究グループとして立ち上げられた PACS-CS Collaboration に
参加している。PACS-CS Collaboration では、物理的な u, d クォーク質量での N_f=2+1 QCD の大規模シミュレ
ーションを目標にゲージ配位の生成を行ない、第 1 段階の計算を終了し、その研究成果の一部を発表した。ま
た、物理的な u, d クォーク質量での N_f=2+1 QCD の大規模シミュレーションを開始し、ゲージ配位生成を継続
中である。一方、一部の研究者は、高エネルギー加速器研究機構（KEK）の IBM BlueGene/L と日立
SR-11000 を用いて研究を進める JLQCD Collaboration に参加し、格子上での厳密なカイラルを持つオーバー
ラップ・フェルミオン作用を用いた力学的クォークの数値シミュレーションによる研究を展開した。 
また、これらの大規模な研究と並行して、核子間ポテンシャルの研究、ハドロン間相互作用の研究、核子形
状因子の研究、有限温度・有限密度 QCD の研究、QCD の結合定数のスケール依存性の研究、繰り込み定数
の非摂動的計算、カイラル摂動論を用いた研究、なども行われた。 
さらに、格子 QCD 配位やその他のデータを共有する為のデータグリッド ILDG の構築に参画した。 
 
3. 研究成果 
【１】PACS-CS Collaboration の活動（全員） 
  計算科学研究センターでは、平成 17 年度から 3 ヶ年計画で特別教育研究経費（拠点形成）を受けて開発・
製作が進められてきた超並列クラスタ計算機 PACS-CS（計算ノード数 2560、ピーク演算性能 14.3Tflops）が平




ションを行い、QCD に関する近似のない物理的予言を行うことを目標としている。平成 18 年度は、PACS-CS
稼働開始に伴うプログラム開発と比較的重い up-down クォーク質量でのシミュレーションを実行し、平成 19 年
度は、物理点へ向けて up-down クォーク質量を段階的に軽くすることによって物理量のクォーク質量依存性を
調べることが主要課題であった。平成 20 年度は、これまでの課題を継続するとともに、いよいよ PACS-CS プロ
ジェクトの目標である物理点でのシミュレーションに取り組んだ。また、平成 20 年 6 月からは新たな超並列クラ
スタ計算機 T2K-Tsukuba（計算ノード数 648、ピーク演算性能 94.Tflops）が稼動を開始するとともに、それを利
用した計算も始まった。以下に平成 20 年度における進展を述べる。 
 
  昨年度に引き続き、非摂動的に O(a)改良された Wilson クォーク作用と Iwasaki ゲージ作用を用いて、格子
サイズ 323x64、格子間隔 a= 0.09fm のシミュレーションを行った。up-down クォーク質量に関しては、カイラル摂
動論からの予言を検証するために m_ud=61,41,22,19,11,3 MeV という広範な値を採用した。strange クォーク質
量に関しては過去の計算によって推定された物理的質量に固定したが、m_ud=19 MeV の点においては 20%程
度軽い値も採用し、strange クォーク質量依存性を調べた。物理量のクォーク質量依存性としてパイ中間子質
量の 2 乗を裸のクォーク質量で割ったものを図 1 に示した。赤丸は今回 PACS-CS 機において計算したもので







図１：m_pi2/m_ud を m_ud の関数としてプロットしたもの。但し、両者は格子単位で与えられている。赤丸は








 平成 20 年度は新たに PACS-CS プロジェクトの目標である物理点直上におけるシミュレーションに取り組んだ
（論文 2,3）。格子サイズおよび格子間隔はこれまで行ってきた重いクォーク質量でのシミュレーションと同じもの
を採用し、up-down および strange クォーク質量に関する物理点は、これまでの計算結果を外挿することによっ
て推定した。シミュレーションの結果わかったことは、計算コストおよびアルゴリズムの安 




るために T2K-Tsukuba を用いて格子サイズ 644、格子間隔 a= 0.09 fm のシミュレーションを開始した。この計算
は平成 21 年度も継続実行の予定である。 
 
【２】有限温度・有限密度ＱＣＤの研究（青木、金谷、石井、浮田） 
  我々は、Wilson クォークによる有限温度・密度ＱＣＤの研究を推進している。Wilson クォークによる計算は
世界的に見ても筑波の cp-pacs グループ以降ほとんど行われていなかった。そのため、まずは有限温度の相





によっても確認できた（図 3 参照）。 
  また、N_f=2 QCD の配位上での magnetic および electric デバイ遮蔽の詳細に関する研究を行った。
Euclid 時間反転 と 荷電共役 の対称性を考えることによってあるゲージ固定条件のもとで、Polyakov loop 
相関を対称性に応じて分類し、それぞれの遮蔽質量を導出する事ができる。その結果、有限温度摂動論から
の予想の通り、magnetic 遮蔽質量 (m_M) は electric 遮蔽質量 (m_E) よりも大きくなる事などを示した。さら
に両者の質量比 (m_E/m_M) が AdS/CFT 対応より求められる値に良く一致する事などを議論した。 
   これらの計算に関しては国際会議などで発表を行った。また現在投稿論文を準備中である（論文９、１０）。 
 
 図３：Wilson クォークによる有限温度・有限密度ＱＣＤの研究。左図：N_f=2 QCD における、クォーク数密度揺






























  チャームクォークと反チャームクォークの束縛状態であるチャーモニウム(特に J/ψ, χc, ψ' 状態など)が
クォーク・グルーオン・プラズマ(QGP)相中で消失する温度や特性を格子QCDによる第一原理計算で研究した。
これは、重イオン衝突実験で QGP 生成を示す重要なシグナルの一つである「J/ψ 抑制」を判断する上で本質
的な情報となる。先行研究では、最大エントロピー法により計算されたスペクトル関数を用いた解析が主流であ
ったが、この方法には不定性があるため、異なる解析手法による検証が必要である。我々は、対角化の方法を























【６】格子 QCD によるバリオン間力の研究（青木，石井） 





  今年度は、中心力以外の成分としてポテンシャルのテンソル力の計算を行った(論文３６)。さらに、 
力学的クォークの寄与を含むゲージ配位での計算も行った(論文３６)。図６は、π中間子の質量が 700MeV に















  JLQCD Collaboration は、格子上で厳密なカイラル対称性を持つオーバーラップ・フェルミオンを力学的ク





タの決定(論文２０)や QCD の結合定数の決定(論文２７)なども行った。 
 
【８】ππ散乱の位相差の計算（石塚） 
  格子 QCD のクエンチ近似の計算でππ散乱の位相差を、ゼロで無い相対運動量を持つ 2π中間子系の
波動関数から求めた(論文１５)。 
 
【９】格子 QCD による中性 K 中間子の B パラメタの非摂動的繰り込み定数の計算（青木、谷口、吉江） 
  orbifolding を用いた格子上の Schrödinger functional の定式化を domain-wall fermion に適用し、その具体
的な応用として Kaon B-parameter 及び u, d, s quark 質量の非摂動論的な繰り込みを行った。(論文１６)。 
【１０】CD の結合定数のスケール依存性の研究（青木、谷口、山崎） 
  N_f=2+1 QCD の結合定数を Schrödinger functional formalism を用いて格子上の数値計算から非摂動論的
に求めた(論文１７,その他の学会発表１５、２８)。 
   結合定数が低エネルギー領域でエネルギースケールに依存しなくなる非自明赤外固定点探索のため、
既存の方法よりも有限格子間隔に起因する系統誤差が小さなウィルソンループを用いたスキームを提案し、ク
エンチ近似 QCD を用いて試験的な計算を行なった（論文４０）。 




【１１】格子 QCD による核子形状因子の計算（山崎） 





  Wilson fermion の場合に、ππ散乱に対する有限格子間隔の影響をカイラル摂動論を用いて研究した(論
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ポジウム 2008ー次代を担う世界水準の人材育成に向けてー (MY PLAZA、東京、2008 年 9 月 16、17
日). 
15. 青木慎也 「本領域の基本方針」、ワークショップ「計算科学による素粒子・原子核・宇宙の融合」 (筑波
大学計算科学研究センター、2008 年 12 月 1 日ー2 日). 
16. 青木 慎也 「計算基礎科学連携拠点」、シンポジウム「大規模計算が切り拓く基礎科学の将来」 (つくば
国際会議場 中ホール 300、2009 年 2 月 23 日). 
17. 石井 理修 「Multi-Quarks and Nuclear Force in Lattice QCD」、RCNP Workshop  「Challenge to New 
Exotic Hadrons」 (RCNP, Osaka, Japan, July 30-31, 2008). 
18. 石井 理修 「格子 QCD からみた J-PARC」、KEK 研究会「J-PARC の物理：ハドロン・原子核研究の新し
い局面」 (KEK, 2008 年 8 月 7 日〜9 日). 
19. 石井 理修 「格子 QCD と J-PARCー核力プロジェクトの近未来の拡張形（私見）ー」（パネルディスカッ
ション）, RIKEN 研究会「J-PARC でのハドロン物理を考える研究会」 (理化学研究所、2008 年 9 月 1〜2
日). 
20. 山崎 剛 「格子上での散乱・共鳴・束縛状態」 「ストレンジネスを含むクオーク多体系分野の理論的将
来を考える」研究会  （ＫＫＲホテル熱海、熱海、２００９年２月２７ー２８日） 
 
（B）その他の学会発表 
1. 藏増 嘉伸「PACS-CS results for light quark physics in 2+1 flavor lattice QCD」, CCS Workshop on 
Perspectives on Light Quark Simulations through Machine, Algorithm and ILDG,  (Tsukuba, Japan, 
Mar 10-12, 2009). 
2. 滑川 裕介 「Charmonium in 2+1 flavor lattice QCD」, International Workshop on Heavy Quarkonia 
2008 (Nara, Japan, Dec. 2-5, 2008). 
3. 浮田 尚哉「2+1 flavor lattice QCD simulation with $O(a)$-improved Wilson quarks」, The XXVI 
International Symposium on Lattice Field Theory,  (Williamsburg, Virginia, Jul 14-20, 2008), 
4. 加堂 大輔 「SU(2) and SU(3) chiral perturbation theory analyses on meson and baryon masses in 2+1 
flavor lattice QCD」, The XXVI International Symposium on Lattice Field Theory,  (Williamsburg, 
Virginia, Jul 14-20, 2008). 
5. 滑川 裕介 「Charm quark system in 2+1 flavor lattice QCD using the PACS-CS configurations」, The 
XXVI International Symposium on Lattice Field Theory,  (Williamsburg, Virginia, Jul 14-20, 2008). 
6. 梅田貴士 「Charmonium Wave Functions at Finite Temperature from Lattice QCD Calculations」, 
RIKEN BNL Research Center Workshop on "Understanding QGP through Spectral Functions and 
Euclidean Correlators" (BNL, Upton, USA, Apr.23-25, 2008), 
7. 梅田貴士 「Thermodynamics of SU(3) gauge theory at fixed lattice spacing」, The XXVI International 
Symposium on Lattice Field Theory (Lattice 2008) (Williamsburg, Virginia, USA, July 14-19, 2008), 
8. 大野浩史「Search for the Charmonium Dissociation Temperature with Variational Analysis in Lattice 
QCD」, The XXVI International Symposium on Lattice Field Theory (Williamsburg, Virginia, USA, July 
14-19, 2008). 
9. 金谷和至 「Equation of state at finite Density in two-flavor QCD with improved Wilson quarks」, The 
XXVI International Symposium on Lattice Field Theory (Lattice 2008) (Williamsburg, Virginia, USA, July 
14-19, 2008). 
10. 梅田貴士 「QCD Thermodynamics at fixed lattice scale」, The 2nd Asian Triangle Heavy Ion Conference 
(ATHIC 2008) (Tsukuba, Japan, Oct. 13-15, 2008). 
11. 金谷和至 「Lattice studies of QCD at finite temperature and finite density」, The 2nd Asian Triangle 
Heavy Ion Conference (ATHIC 2008) (Tsukuba, Japan, Oct. 13-15, 2008). 
12. 金谷和至 「Fixed scale approach to the equation of state on the lattice」, The 21st International 
Conference on Ultrarelativistic Nucleus-Nucleus Collisions (Quark Matter 2009) (Knoxville, TN, USA, 
Mar.30-Apr.4, 2009). 
13. 吉江 友照 「Updates to the QCDml and sharing quark propagators」, The 12th International Lattice 
Data Grid Workshop (TV workshop hosted by EPCC, Edinbugrh, UK, May 23, 2008)。 
14. 吉江 友照 「Making use of the International Lattice Data Grid」(plenary), The XXVI International 
Symposium on Lattice Field Theory (Williamsburg, Virginia, USA, July 14-19, 2008). 
15. 谷口 裕介「Non-perturbative renormalization of Nf=2+1 QCD with Schroedinger functional scheme」, 
The XXVI International Symposium on Lattice Field Theory (Lattice2008), (College of William and Mary, 
Williamsburg, Virginia, USA). 
16. 青木 慎也「Energy dependence of nucleon-nucleon potentials」, ``The XXVIth International Symposium 
on Lattice Field Theory'', (Williamsburg, Virginia, USA, July 14-19, 2008). 
17. 石井 理修 「Nuclear from quenched and NF=2+1 full lattice QCD using the PACS-CS gauge 
configurations」, The XXVI International Symposium on Lattice Field Theory, LATTICE2008 
(Williamsburg, Virginia, USA, July 14-19, 2008). 
18. 石井 理修 「Lattice QCD calculation of the nuclear force」, The 3rd LACM-EFES-JUSTIPEN 
Workshop, Joint Institute for Heavy Ion Research, (Oak ridge National Laboratory, Feb. 23-25, 2009). 
19. 山崎 剛 「Non-perturbative determination of running coupling constant with twisted Polyakov loop」     
16th YKIS Conference, Progress in Particles Physics 2008 (Kyoto, Japan, Feb. 16-19, 2009) 
20. 村野啓子 「Universality of the Nf=2 Running Coupling」The XXVI International Symposium on Lattice 
Field Theory (Williamsburg, Virginia, USA, July.14-19,2008). 
21. 上田悟「Wilson Chiral Perturbation Theory for twisted mass QCD at NLO」The XXVI International 
Symposium on Lattice Field Theory (Williamsburg, Virginia, USA, 2008 July 14-19). 
22. 浮田 尚哉「現実的なクォーク質量での Nf = 2 + 1 格子 QCD 計算」,日本物理学会年会（山形大学、山
形、２００８年９月２０−２３日） 
23. 浮田 尚哉「PACS-CS の取り組み」,ストレンジネスを含むクオーク多体系分野の理論的将来を考える」
研究会（KKR ホテル熱海、熱海、２００９年２月２７−２８日）. 
24. 滑川 裕介 「Charm quark system in 2+1 flavor lattice QCD」,日本物理学年会（山形大学、２００８年９月
２０ー２３日）. 
25. 大野浩史「有限温度格子 QCD における対角化の方法を用いたチャーモニウムの研究」, 基研研究会
「熱場の量子論とその応用」(京都大学基礎物理学研究所、京都、2008 年 9 月 3 日-5 日) 
26. 大野浩史 「有限温度格子 QCD における対角化の方法を用いたチャーモニウムの解析」, 日本物理学
会秋季大会 (山形大学, 山形, Sept. 20-23, 2008). 
27. 梅田貴士「Thermodynamics at fixed lattice spacing」,  日本物理学会秋季大会 (山形大学, 山形, Sept. 
20-23, 2008).  
28. 谷口裕介 「Nf=2+1 格子 QCD における非摂動論的な繰り込み」、日本物理学会 2008 年秋季大会 (山
形大学). 
29. 石井 理修 「格子QCDによる核力」, 基研研究会「原子核の分子的構造と低エネルギー核反応ー束縛
系から散乱系へ閾値を越えてー」 (京都大学基礎物理学研究所、2008 年 7 月 2 日〜4 日). 
30. 石井 理修 「格子 QCD による核力(III)ークェンチ QCD によるテンソル力と PACS-CS ゲージ配位を使っ
たフル QCD による核力」,日本物理学会 2008 年秋季大会 (山形大学、2008 年 9 月 20〜23 日). 
31. 石井 理修 「格子 QCD からハドロン相互作用へ」,ワークショップ「計算科学による素粒子・原子核・宇宙
の融合」 (筑波大学計算科学研究センター、2008 年 12 月 1〜2 日). 
32. 石井 理修  「Nuclear force from 2+1 flavor lattice QCD using PACS-CS gauge configurations」,日本物
理学会 第 64 回年次大会 (立教大学、2009 年 3 月 27〜30 日). 
33. 山崎 剛 「Two-particle wave function with lattice scalar QED」 日本物理学年会（立教大学、東京、２０
０９年３月２７ー３０日）. 
34. 村野啓子「Universality study of Step Scaling Function in QCD with two dynamical quarks」日本物理学
会年会(近畿大学、大阪、2008 年 3 月 22-26 日). 
35. 村野啓子「格子 QCD から計算された核力ポテンシャルのエネルギー依存性」日本物理学会 秋季大
会 (山形大学、山形、2008 年 9 月 20-23 日). 
36. 村野啓子「格子 QCD から計算された核力ポテンシャルのエネルギー依存性(2)」日本物理学会年会
(立教大学、東京、2009 年 3 月 27-30 日). 
 
5. シンポジウムの開催 
1. 「CCS Workshop on Perspectives on Light Quark Simulations through Machine, Algorithm and  ILDG」、
筑波大学計算科学研究センター、つくば市、２００９年３月１０ー１２日、参加国数：５ヶ国、参加者数：３6 人。
主催者：吉江友照、藏増嘉伸 
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【１】 FIRST プロジェクト 
（１） 概要 
文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（Ｓ）「第一世代天体から原始銀河に至る宇宙暗黒時代の解明」
（平成 20 年度～平成 24 年度，代表 梅村雅之）に基づき，宇宙第一世代天体および原始銀河形成に関する
大規模なシミュレーションを実行するプロジェクト（FIRST プロジェクト）を推進した。 
 
（２） 宇宙シミュレータ FIRST  
宇宙第一世代天体の形成過程について大規模な輻射流体力学シミュレーションを行うためには，物質と光
の作用および重力相互作用を極めて高速に計算する必要がある。目的とするシミュレーションのためには，物
質・光の計算性能が数 Tflops，重力計算性能が数 10Tflops の計算機を必要とする。我々は，これを実現する
ために，PCクラスタに新規開発したサーバ組み込み型の重力計算専用ボード Blade-GRAPE を埋め込んだ 
宇宙シミュレータ FIRST を完成させた。 
FIRST は，256 の計算ノード，2 つの管理ノード，2 つのファイルサーバ，および Gfarm ファイルシステムから
なる。計算ノードのうち，16 ノードは 32 ビット型 Blade-GRAPE を有し，224 ノードは 64 ビット型 Blade-GRAPE 
X64 を有する。ファイルサーバは 2 台で合計 4.5TB の容量をもつ。Gfarm ファイルシステムは，ネットワーク共
有ファイルシステムであり，分散したローカルディスクから一つの共有ファイルシステムをつくる機構である。こ
れにより，総計 22TB の共有ファイルシステムが構築されている。FIRST の総演算性能は，36.1TFLOPS であり，
 










シミュレータ FIRST を用い，N 体/流体粒子(SPH)法によって第一世代天体形成過程の超高分解能シミュレ
ーションを行った。この計算では，ダークマターと流体粒子をそれぞれ約 1 億体(5123 体)使い，計算領域の全




























近年 Lyα輝線で非常に明るい Lyα 輝線天体 (LAEs) と呼ばれる原始天体が様々な赤方偏移で観測され
ている。 LAEs の正体は良く分っていないが，最近になって銀河進化の非常に極初期のフェーズの天体であ
る事が分かってきた (Mori & Umemura 2006, Shimizu et al. 2007)。しかしながらLAEsはLyα輝線の放射機構
など依然として良く分っていない天体である。  
現在様々な領域において，narrow band survey による Lyα輝線天体観測の他，光学，赤外，Sub-mm といっ
た波長による遠方銀河観測が盛んに行われている。しかしながら，LAEs と様々な波長帯で観測される銀河が
どのように関係しているのかはよくわかっていない。  
そこで我々は，宇宙論的 N 体計算と化学進化モデルを組み合わせ， LAE となる天体と他の波長帯で観測
される銀河との関係を調べた。特に，銀河内の各サブストラクチャーの星形成史・化学進化を独立な事象とし
て扱い， evolutionary spectral synthesis code 'PEGASE'を用いて SED の計算を行った。 Lyα光度について
は，ダスト吸収の効果も考慮した。  
結果として， LAEs は銀河進化の極初期のフェーズにあるような天体だけでなく，一度 LAEs としての寿命を
終えたものにガスが降着して星形成を誘起するような天体も LAEs として観測される可能性がある事が分かっ


























界で初めて行った。その結果，最近すざく衛星で観測された Abell 399/401 連銀河団の連結領域においては，
24 階電離鉄の割合が平衡値より 10‐20%多いことや電子温度がガスの平均温度より数%低いことを明らかにした。
また観測される X 線のスペクトルを計算し，鉄の K 輝線の強度が数%増強されていることも示した。更に，連結
領域の周縁部においてマッハ数が 1.5 程度の衝撃波が存在することが予言された。この領域では電子・イオン





離状態や 2 温度状態の観測可能性が大きく変わることもわかった。 
 
【２】 宇宙論・銀河形成 
（１）Baryon Acoustic Oscillation の非線形成長 




































とは出来ず，温度 104 度, 密度 nH 0.1cc-1 程度の温かいガスで星形成が起こると仮定していた。そこで，













































ている。アンドロメダを取り囲むこのような大規模構造はどのようにして出来上がったのか？ 2008 年 6 月から運
用が開始された新しいスーパーコンピュータ ``T2K-TSUKUBA''を用いて，この大規模構造に関する大規模































量降着率が臨界値の 1%程度のときには輻射冷却の効いた薄い円盤(Model B)が， 0.01%程度の場合は輻射
冷却が効かず，高温プラズマから成る分厚い円盤(Model C)が形成されることがわかった。 Model B と C の円
盤からは，磁気圧で加速されたアウトフローが発生する。磁場のエネルギーはガスのエネルギーの 2 倍(Model 


























































1. 保田 誠司 
     数理物質科学研究科長博士論文表彰， 2009 年 3 月 




1. 基盤研究（Ｓ）：梅村 雅之 (代表者)（新規） 
「第一世代天体から原始銀河に至る宇宙暗黒時代の解明」 (1,090 万円)  
2. 基盤研究（Ｃ）：森 正夫 (代表者)（継続） 
「高精度ハイブリッドシミュレーションで探る銀河の発生学」 (104 万円) 
3. 若手研究（スタートアップ）：吉川 耕司 (代表者) (継続)  
「宇宙論的バリオン進化の理論的研究」 (135 万円) 
4. 基盤研究（Ｂ）：吉川 耕司 (研究分担者) (新規)  
「バリオン宇宙の理論的探求と次世代Ｘ線衛星」 (研究代表者：須藤靖) (50 万円) 
5. 日本学術振興会特別研究員奨励費： 秋月 千鶴 (代表者)（継続） 
「相対論的輻射輸送から探る活動天体と宇宙ジェットの構造」 (90 万円) 




１． 梅村 雅之： 東京工業大学， 
「宇宙輻射流体力学」，2008 年 7 月 16 日～17 日 
２． 森 正夫： 千葉大学， 




１． 保田 誠司 
Theoretical Study on Compound Chondrule Formation 
 
 （複合コンドリュール形成に関する理論的研究） 
２． Rogel Mari Dionisio Sese 
The Study on Spectral Energy Distribution of Massive Circumstellar Disks  




１． 市川 知宏 
銀河の遠赤外放射輸送モデルの構築と星形成矮小銀河への応用 
２． 成田 亮太 
銀河団を用いたバリオン音響振動検出の可能性 




１． 石崎 友規 
初期宇宙の水素分子形成と初代星の誕生 
２． 井上 源基 
銀河系中心で発見された High Velocity Compact Cloud の衝撃波模型  
３． 中村 繁幸 
非一様密度場中における衝撃波の伝播過程の解析 
４． 三木 洋平  
銀河衝突の数値実験によるアンドロメダストリーム形成過程の探究 
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19. Saitoh, T. R., Daisaka, H., Kokubo, E., Makino, J., Okamoto, T., Tomisaka, K., Wada, K., Yoshida, N., 
2008, Toward First-Principle Simulations of Galaxy Formation: I. How Should We Choose Star-Formation 
Criteria in High-Resolution Simulations of Disk Galaxies?, Publications of the Astronomical Society of 
Japan, 60, 667.  
20. Zavala, J., Okamoto, T., Frenk, C. S., 2008, Bulges versus discs: the evolution of angular momentum in 
cosmological simulations of galaxy formation, Monthly Notices of the Royal Astronomical Society, 387, 
364-370.  
21. Okamoto, T., Nemmen, R. S., Bower, R. G., 2008, The impact of radio feedback from active galactic 
nuclei in cosmological simulations: formation of disc galaxies, Monthly Notices of the Royal Astronomical 
Society, 385, 161-180.  
22. Miura, H., Yasuda, S., Nakamoto, T., 2008, Fragment-collision model for compound chondrule formation: 
Estimation of collision probability, Icarus, 194, 811-821.  
23. Akizuki, C.,  Fukue, J., 2008, Spherical Relativistic Radiation Flows with Variable Eddington Factor Publ. 
Astron. Soc. Japan, 60, 337-343 
 
(B)Non-Refereed Papers 
1. Umemura, M., 2008, Coevolution and Downsizing of Supermassive Black Holes and Galactic Bulges, 
Mapping the Galaxy and Nearby Galaxies, 283-289.  
2. Watabe, Y., Umemura, M., 2008, Beyond the Unified Theory: Evolution of Active Galactic Nuclei Driven by 
Starburst Events, Mapping the Galaxy and Nearby Galaxies, 384.  
3. Saitoh, T. R., Koda, J., Okamoto, T., Wada, K., Habe, A., 2008, Tidal Disruption of Dark Matter Halos 
Around Proto-globular Cluster, Mapping the Galaxy and Nearby Galaxies, 373.  
4. Okamoto, T., 2008,  Simulations of Coevolving Galaxies and Supermassive Black Holes, Mapping the 
Galaxy and Nearby Galaxies, 367.  
5. Umemura, M., Susa, H., Suwa, T., Sato, D., 2008, FIRST Project: Formation and Feedback of the First 
Stars, First Stars III, 990, 386-389.  
6. Suwa, T., Umemura, M., Sato, D., Susa, H., 2008, High Resolution P3M-GRAPE-SPH Simulations of PopIII 
 
 Star Formation, First Stars III, 990, 390-392.  
7. Sato, D., Umemura, M., Susa, H., Suwa, T., 2008, Radiative Transfer SPH Simulations of UV Feedback on 
Pop III Star Formation, First Stars III, 990, 393-394.  
8. Mori, M., Umemura, M., 2008, Evolution of Lyman-α Emitters, Lyman-break Galaxies and Elliptical 
Galaxies, Astronomical Society of the Pacific Conference Series, 399, 288.  
9. Nakamura, Y., Hayashino, T., Yamada, T., Matsuda, Y., Yamauchi, R., Kousai, K., Morimoto, N., Umemura, M., 
2008, Large Scale Structure of Lyman-Alpha Absorbers in the SSA22 Region at z=3.1, Astronomical 
Society of the Pacific Conference Series, 399, 135.  
10. Shimizu, I., Umemura, M., 2008, Novel Picture for Lyman-Alpha Emitters, Astronomical Society of the 
Pacific Conference Series, 399, 129.  
11. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., 2008, Escape Fraction of Ionizing Photons from High-z 
Proto-Galaxy, Astronomical Society of the Pacific Conference Series, 399, 70.  
12. Nagashima, M., Okamoto, T., 2008, Chemical Abundance Patterns in the Local Dwarf Galaxies in the CDM 
Universe, Astronomical Society of the Pacific Conference Series, 399, 475.  
13. Okamoto, T., 2008, Galaxy Formation, New Horizons in Astronomy, 393, 111.  
14. Yasuda, S., Nakamoto, T., 2008, Conditions for Compound Chondrule Formation, Meteoritics and 
Planetary Science Supplement 43, 5145.  
15. Miura, H., Yasuda, S., Nakamoto, T., 2008, Fragment-Collision Model for Compound Chondrule Formation: 




１． 国際研究会「East Asian Young Astronomers Meeting 2008」報告 




2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸 
世話人：梅村 雅之，大向 一行，須佐 元，森 正夫，吉田 直紀 
２． Japan-Italy Mini-Workshop on First Stars and First Galaxies 
Jan. 14-16, 2009, Univ. of Tsukuba, Tsukuba 




 １． 梅村 雅之 
日本天文学会秋季年会，「銀河」セッション，2008 年 9 月 13 日, 岡山理科大学, 岡山 
 
＜国際会議発表・海外講演＞ 
1. Umemura, M. Suwa, T., Susa, H., First Star Simulations down to CDM Damping Scales IAU Symposium 
255:  Low-Metallicity Star Formation: From the First Stars to Dwarf Galaxies (June 16-20, 2008, Rapallo, 
Genova - Liguria, Italy) 
2. Hasegawa, K., Umemura, M., Susa, H., Secondary star formation in a Pop III object: Dependence of UV 
feedback on the mass of source star IAU Symposium 255:  Low-Metallicity Star Formation: From the 
First Stars to Dwarf Galaxies (June 16-20, 2008, Rapallo, Genova - Liguria, Italy) 
3. Yasuda, S., Nakamoto, T., Collision Condition for Compound  Chondrule and Compound Cosmic 
Spherule Formation I : Condition for Coalescence 5th Annual Meeting AOGS (June 16-20, 2008, Busan, 
Korea) 
4. Okamoto, T., Modelling the suppression of galaxy formation due to a UV-background The 11th 
Nottingham-Birmingham Extragalactic Workshop: Semi-analytic models - Are we kidding ourselves? (June 
24-25, 2008, Birmingham, UK) 
5. Yasuda, S., Nakamoto, T., Conditions for Compound Chondrule Formation, 71st Annual Meeting of the 
Meteoritical Society (July 26-27, 2008, Kunibiki Messe, Matsue, Japan) 
6. Akahori, T., Yoshikawa, K., Non-Equilibrium Ionization State and Two-Temperature Structure in the 
Linked Region of Abell 399/401, The East Asian Young Astronomers Meeting 2008 (EAYAM2008) (July 
27-Aug. 1, 2008, Jiayuguan, China)  
7. Sese, R. M., Nakamoto, T., Umemura, M., Radiative Transfer in Massive Circumstellar Disks, The East 
Asian Young Astronomers Meeting 2008 (EAYAM2008) (July 27-Aug. 1, 2008, Jiayuguan, China)  
8. Umemura, M., Computational Astrophysics with a Novel Hybrid Simulator "FIRST" (Invited) International 
Workshop on Hybrid Architecture Computing 2008 (Oct 1, 2008, Tsukuba, Japan) 
9. Mori, M., Evolution in Lyman-alpha Emitters and Lyman-Break Galaxies Understanding Lyman-alpha 
Emitters (Oct. 6-10, 2008, MPIA, Heidelberg, Germany) 
10. Shimizu, I., Umemura, M., Theoretical Model of Lyman alpha Emitters and the Relation to 
Multi-Wavelength Observations Understanding Lyman-alpha Emitters (Oct. 6-10, 2008, MPIA, 
Heidelberg, Germany) 
11. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., Escape fraction of ionizing photons from high-z 
Lyman alpha emitters and Lyman break galaxies Understanding Lyman-alpha Emitters (Oct. 6-10, 2008, 
MPIA, Heidelberg, Germany) 
12. Yoshikawa, Y., Warm-Hot Intergalactic Medium The third East-Asia Numerical Astrophysics Meeting 
(EANAM2008) (Nov. 10-13, 2008, Nanjing, China) 
 
 13. Akahori, T., Yoshikawa, K., Non-Equilibrium Ionization State and Two-Temperature Structure in Merging 
Galaxy Clusters, The third East-Asia Numerical Astrophysics Meeting (EANAM2008) (Nov. 10-13, 2008, 
Nanjing, China) 
14. Hasegawa, K., Umemura, M., Susa, H., Secondary star formation in a PopIII object: Dependence of UV 
feedback on the mass of source star, The third East-Asia Numerical Astrophysics Meeting (EANAM2008) 
(Nov. 10-13, 2008, Nanjing, China) 
15. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., Escape fraction of ionizing photons from a LAE and 
LBG, The third East-Asia Numerical Astrophysics Meeting (EANAM2008) (Nov. 10-13, 2008, Nanjing, 
China) 
16. Yasuda, S., Nakamoto, T., Collision condition for Compound Chondrule Formation Crystallization in The 
Early Solar Nebula 4.6 Billion Years Ago (Nov. 19-20, 2008, Tohoku University, Miyagi, Japan) 
17. Umemura, M., Computational Astrophysics with a Hybrid Simulator "FIRST" (Invited), Special Astronomy 
Colloquium, The Third Cosmological Radiative Transfer Comparison Project Workshop (Dec. 8-10, 2008, 
Austin, USA) 
18. Hasegawa, K., Umemura, M., Susa, H., Application of 3D-RSPH Scheme to the Radiative Feedback by 
Population III Stars, The Third Cosmological Radiative Transfer Comparison Project Workshop (Dec. 8-10, 
2008, Austin, USA) 
19. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., 3D RT Calculation on the Escape of Ionizing Photons 
from Forming Galaxies, The Third Cosmological Radiative Transfer Comparison Project Workshop (Dec. 
8-10, 2008, Austin, USA) 
20. Sato, D., Umemura, M., Chiba, M., The Effect of Partial Redistribution on Lyman alpha Photons Escaping 
from a Primordial Galaxy The Third Cosmological Radiative Transfer Comparison Project Workshop (Dec. 
8-10, 2008, Austin, USA) 
21. Akizuki, C., Umemura, M.,  Kato, Y., Three-Dimensional Radiation Transfer Calculation for Magnetic 
Jets, The Third Cosmological Radiative Transfer Comparison Project Workshop (Dec. 8-10, 2008, Austin, 
USA) 
22. Umemura, M., Suwa, T., Susa, H., "The Collapse of First Objects driven by Dark Matter Cusps" 
Astrophysics Colloquium, Univ. of Texas, Austin (Dec. 11, 2008, Austin, USA) 
23. Mori, M., Evolution in Lyman-alpha Emitters and Lyman break galaxies, Japan-Italy Mini-Workshop on 
First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of Tsukuba, Japan) 
24. Okamoto, T., The baryon fraction of ΛCDM halos in reionized universe, Japan-Italy Mini-Workshop on 
First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of Tsukuba, Japan) 
25. Hasegawa, K., Umemura, M., Susa, H., Radiative Regulation of Population III Star Formation, Japan-Italy 
Mini-Workshop on First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of Tsukuba, Japan) 
26. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., The Contribution of Lyman alpha Emitters and Lyman 
Break Galaxies to the IGM Ionization at High Redshifts, Japan-Italy Mini-Workshop on First Stars and 
 
 First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of Tsukuba, Japan) 
27. Shimizu, I., Umemura, M., Theoretical Model of Lyman Alpha Emitters and the Relation to 
Multi-Wavelength Observations, Japan-Italy Mini-Workshop on First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 
2009, University of Tsukuba, Japan) 
28. Akahori, T., Yoshikawa, K., Merging Galaxy Clusters Abell 399/401: Dynamical, Thermal, and Chemical 
Properties, Japan-Italy Mini-Workshop on First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of 
Tsukuba, Japan) 
29. Umemura, M., Suwa, T., Susa, H., The Collapse of First Objects driven by Dark Matter Cusps, 
Japan-Italy Mini-Workshop on First Stars and First Galaxies (Jan. 14-16, 2009, University of Tsukuba, 
Japan) 
30. Mori, M., Chemodynamic simulations of galaxy formation and evolution - Model of Lyman alpha emitters -, 
University Observatory Munich Colloquium, (Jan. 20, 2009, Universitats-Sternwarte Munchen, Ludwig 
Maximilians Universitat, Germany) 
31. Mori, M., Theoretical model of Lyman alpha emitters, Carnegie observatory morning seminer (March 16, 
2009, Carnegie observatory, USA) 
32. Yajima, H., Umemura, M., Mori, M., Nakamoto, T., The Contribution of Lyman alpha Emitters and Lyman 
Break Galaxies to the IGM Ionization at High Redshifts, The Cosmic Evolution of Helium and Hydrogen 








（2008 年 11 月 27 日～29 日，国立天文台，三鷹） 
2. 梅村 雅之 
「次世代計算宇宙物理学」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
（2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
3. Umemura, M. 
"Cosmic Voyage --- The latest picture of the Universe ---" 
80th Ninomiya House, Evening Forum (Nov. 21, Tsukuba) 
4. 梅村 雅之 
「宇宙の旅をして宇宙の大きさを知ろう」 
竹園東小学校講演会（2008 年 12 月 2 日，竹園東小学校，つくば） 




（2009 年 3 月 9 日～10 日，筑波大学，つくば） 
6. 森 正夫 
「ALMA への期待：銀河の形成」 
日本天文学会 2009 年春季年会「ALMA 特別セッション」 
（2009 年 3 月 26 日，大阪府立大学, 大阪） 
 
(B)一般講演 
1. 梅村 雅之 
「FIRST プロジェクトによる計算宇宙物理学の展開」 
第 4 回「計算科学による新たな知の発見・統合・創出」シンポジウム―PACS-CS システムと計算科学―
（2008 年 4 月 24 日～25 日，筑波大学計算科学研究センター，つくば） 
2. 保田 誠司，中本 泰史 
「複合コンドリュール形成のための衝突条件」 
地球惑星科学連合大会（2008 年 5 月 25 日～30 日，幕張メッセ，千葉） 
3. 保田 誠司，中本 泰史 
「複合コンドリュール形成のための溶融ダスト衝突条件」 
第三回コンドリュール研究会「実験と理論の融合」 
（7 月 14 日～15 日，東北大学，宮城）  
4. 梅村 雅之 
「FIRST プロジェクトによる計算宇宙物理学の展開」 
先駆的科学計算に関するフォーラム 2008～天文科学～ 
（2008 年 7 月 21 日～22 日，九州大学情報基盤研究開発センター，福岡） 
5. 森 正夫，Rich, R. M. 
「アンドロメダの涙」 
先駆的科学計算に関するフォーラム 2008～天文科学～ 
（2008 年 7 月 21 日～22 日，九州大学情報基盤研究開発センター，福岡） 
6. 諏訪 多聞，梅村 雅之，須佐 元，他 FIRST プロジェクトチーム 
「ダークマター・カスプが第一世代天体形成に与える影響」 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  
7. 長谷川 賢二，梅村 雅之，須佐 元，他 FIRST プロジェクトチーム 
「初代星からの紫外線フィードバックについて」 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  




（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  
9. 清水 一紘，梅村 雅之 
「Lyman alpha 輝線天体と他波長観測天体との対応関係について」 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸） 
7. 矢島 秀伸，梅村 雅之，森 正夫，中本 泰史 
「ライマンアルファ・ブロッブの電離光子脱出確率と赤外線的性質」 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  
8. 斎藤 貴之，馬場 淳一，松井 秀典，小久保 英一郎，和田 桂一，牧野 淳一郎， 
富阪 幸治，台坂 博，吉田 直紀，岡本 崇 
「相互作用銀河の初期遭遇時におけるスターバーストと星団形成」 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  
9. 梅村 雅之 
Summary 講演 
初代星・銀河形成研究会 
（2008 年，9 月 8 日～10 日，甲南大学，神戸）  
10. 森 正夫, Michael Rich 
「アンドロメダの涙，その昔」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
11. 森 正夫, 矢島 秀伸, 梅村 雅之 
「原始銀河の進化とライマンアルファエミッターの関係」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
12. 諏訪 多聞，梅村 雅之，須佐 元，他 FIRST プロジェクトチーム 
「ダークマター・カスプが第一世代天体形成に与える影響」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
13. 赤堀 卓也，吉川 耕司 
「Suzaku 衛星で探る衝突銀河団の非平衡電離・２温度プラズマ状態」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
14. 清水 一紘，梅村 雅之 
「Lyα輝線天体と他波長観測天体との対応関係について」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
15. 矢島 秀伸，梅村 雅之，森 正夫，中本 泰史 
「ライマンアルファ・ブロッブの赤外線的性」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
16. 大須賀 健，加藤 成晃，森 正夫，嶺重慎 
 
 「ブラックホール降着・噴出流の大局的２次元輻射磁気流体シミュレーション」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
17. 加藤 成晃，大須賀 健，梅村 雅之，嶺重 慎 
「磁気降着円盤の多波長偏波特性とその観測的検証の可能性」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
18. 秋月 千鶴，福江 純 
「輻射圧優勢ブラックホール風の球対称定常解」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
19. 香西 克紀，林野 友紀，中村 有希，森本 奈々，中村 江里，堀江 光典， 
山田 亨，松田 有一，梅村 雅之 
「VIMOS による SSA22z∼3 LBG 分光探査」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
20. 森本 奈々，林 野 友紀，中村 有希，香西 克紀，中村 江里，堀江 光典， 
山田 亨，松田 有一，梅村 雅之 
「SSA22 z∼3 における形成期銀河の変光探索 II」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
21. 斎藤 貴之，小久保 英一郎，和田 桂一，牧野 淳一郎，富阪 幸治， 
岡本 崇，台坂 博，吉田 直紀 
「相互作用銀河の初期遭遇時におけるスターバーストと星団形成」 
日本天文学会秋季年会（2008 年 9 月 11 日～13 日, 岡山理科大学, 岡山） 
22. 保田 誠司，中本 泰史 
「複合コンドリュール形成のための衝突条件 II : 形状保持条件」 
日本惑星科学会（2008 年 11 月 1～3 日，九州大学，福岡） 
23. 長谷川 賢二，梅村 雅之，須佐 元 
「Radiative Regulation of Population III star formation」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
（2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
24. 赤堀 卓也，吉川 耕司 
「衝突銀河団の非平衡電離・2 温度プラズマ状態」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
（2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
25. 矢島 秀伸，梅村 雅之，森 正夫，中本 泰史 
「ライマンアルファブロッブの赤外線特性」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
（2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
26. 諏訪 多聞，梅村 雅之，須佐 元，他 FIRST プロジェクトチーム 
「ダークマター・カスプが第一世代天体形成に与える影響」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
 
 （2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
27. 加藤 成晃，大須賀 健，梅村 雅之，嶺重 慎 
「多波長偏波特性の輻射輸送計算による磁気流体降着円盤の検証」 
第 21 回理論懇シンポジウム「理論天文学の将来」 
（2008 年 12 月 15 日～17 日，国立天文台，三鷹） 
28. 梅村 雅之 
「銀河と巨大ブラックホールの共進化：Overview」 
研究会「巨大ブラックホール天文学：最新の動向と課題」 
（2009 年 1 月 20 日～22 日，京都大学基礎物理研究所，京都） 
29. 岡本 崇 
「The cosmological simulations of co-evolving supermassive  
black holes and galaxies」 
研究会「巨大ブラックホール天文学：最新の動向と課題」 
（2009 年 1 月 20 日～22 日，京都大学基礎物理研究所，京都） 
30. 森 正夫，矢島 秀伸，梅村 雅之 
「ライマンアルファエミッターの化学力学進化モデル」 
日本天文学会春季年会（2009 年 3 月 24 日～27 日，大阪府立大学，大阪） 
31. 岡本 崇 
「紫外背景放射が銀河形成に与える影響の定量的評価」 
日本天文学会春季年会（2009 年 3 月 24 日～27 日，大阪府立大学，大阪） 
32. 斎藤 貴之，馬場 淳一，松井 秀典，小久保 英一郎，和田 桂一，牧野 淳一郎， 
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径によらず、ほぼ C60 あたり 1eV 程度となった(図 1)。他方、非変形ピーポッドでは、チューブ径の増加に











































tube index n [(n,n) tubes]
図 １ ： Reaction energies per C60 in the 
encapsulation reaction for the (12,12), (14,14), 
(16,16), (18,18) and (20,20) armchair nanotubes 






























（4） グラフェンの端のエネルギー論 [論文[5]] 
グラファイト、CNT 等の sp2 炭素ネットワーク物質の端に対するエネルギー論はこれまでまったくなさ
れていない。しかしながら、CNT やグラファイトをデバイスとして用いる際、その端の存在、さらには端と
異種物質との複合界面の存在は本質である。例えば、シリコン等の半導体に対しては、その表面の生
































2 .3 4 0
2 .3 3 5
2 .3 3 0
2 .3 2 5
2 .3 2 0
2 .3 1 5
2 .3 1 0









































(6) MONOS 型メモリーの電荷蓄積機構の研究 [国内会議[43,44]] 
MONOS 型メモリの電荷蓄積層である SiN 絶縁膜の電荷蓄積機構を第一原理計算で検討した。




入による荷電状態の変化による混入して O 原子が 2 配位にも３配位にもなりうることを明らかにした。こ
れは書き込み／消去動作によって O が混入した SiN 膜の構造が崩壊する可能性を示している。このこと
は、実用的にOが多く混入しているSiNを実用的に使いこなすのは困難が伴うことを示唆しており、産業
上も重要な結果である。これに対し、N 空孔のみを有する SiN 膜に対して書き込み／消去を行ってもヤ
ン・テラー効果に対応したN空孔周辺の構造変化が生じるのみで、構造が大きく崩れることはなかった。
このことは、N 空孔にキャリアを注入する方式で MONOS 型メモリを作製すれば、メモリ動作を多数回行
ってもその特性は維持できることを示しており、理想的なMONOS型メモリが実現できることを示唆してい
る。しかしながら、O を混入しないと SiN 膜中に N 空孔等の欠陥の数が十分に形成されないことが実験
的に示唆されていることを考慮すると、最適な O 混入量が存在することを示唆している。 
 





(8)  歪んだ Ge チャネルのホールキャリアの起源  [博士論文[1]、論文[24]、国際会議[19,20]] 




(9) バイオ物質におけるプロトン親和性の再考 [国内会議[32],修士論文[1]] 
バイオ物質におけるプロトン親和性に対して、統計力学と第一原理計算による考察を行った。その結
果、注目する部位が外界の水溶液と繋がっているか否かで配置のエントロピー効果が大きく異なるため、
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今年度は特にオスミウム 182Os の傾斜角回転（tilted axis rotation; TAR）と呼ばれるモードを中心に一粒
子構造を調べた。角運動量をＪ＝１２からＪ＝３０までの範囲で TAR モードの系統性を確認し、P.M.Walker らの









（４）Gogny 力を用いた時間依存 HFB コードの開発 
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量子理論（全電子 QM 計算）と古典理論（MM 計算）を同時に用いることで，高精度な計算を高効率に


































以上の開発・応用は，21 年 1 月にプレスリリースを実施し，全国紙などにおいて，その成果が紹介さ
れた。 
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Deletion of bonded and non-bonded 
interactions between QM atoms.
Switching of charges of QM atoms.  
Force
Gamess Introduction of one electron integral term with respect to MM atoms
Amber Integration Æ Update of coordinates
Amber
Making consistency 
between the two programs
Gamess … QM calculation (all electron based HF/DFT hybrid method)

































【３】すべての生物において，遺伝情報の変換を担う酵素反応の動的機構 [文献 8] 
以上のようにして構築した精密な計算モデルは，ロイシルtRNA合成酵素（LeuRS；次ページの図を参
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生命のしくみを電子のレベルで解明するために高精度かつ高速な 
コンピュータ・プログラムを開発  
― タンパク質や遺伝子 DNA の研究に応用 ― 
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 学内サイト http://www.tsukuba.ac.jp/public/pressreport.html 
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キング、熱帯低気圧などの具体的な研究が開始され、NICAM-LETKF を開発した。また、国際会議 ISAR-1 を
開催した。大気大循環研究と並んで領域気象モデルWRFを用いたメソ気象シミュレーションが行われ、都市が
降水に及ぼす影響評価、首都圏の気候再現計算、都市キャノピーモデルの開発などが行われた。さらには、
つくば市のヒートアイランド観測を実施した。地球環境学分野として査読付き原著論文 8 編、報告書類 20 編、





 北極振動(Arctic Oscillation: AO)とは、ワシントン大学の






















【２】次世代型全球雲解像モデル NICAM の移植と開発（田中博） 
東京大学気候システム研究センター(CCSR)と地球環境フロンティア
研究センターでは、次世代大気大循環モデルと期待されている、非静
力正 20 面体大気モデル NICAM (Nonhydrostatic ICosahedral 
Atmospheric Model)を開発している。NICAM は超並列計算機










【３】アンサンブルカルマンフィルターによる 4 次元同化の開発 （田中博） 












【４】大気大循環の 3 次元ノーマルモードエネルギー論の展開 （田中博） 
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太陽虫 Raphidiophrys contractilis とテロネマ類 Telonema subtilis の網羅的発現遺伝子解析を、パイロシークエ
ンシング技術を用いて行った。R. contractilis からは約 36 万リード、T. subtilis からは約 21 万リードを解析し、
127 遺伝子データ（合計約 3 万アミノ酸残基）に基づく系統解析を行った。興味深いことに、R. contractilis、T. 
subtilis ともにハプト藻類・クリプト藻類と単系統を形成した。この結果は、2 種の生物群が真核生物大系統中で
どのような位置を占めるかという長年の疑問に対し、初めて具体的な示唆を与える結果となった。一連の研究
は、スイス・ジュネーブ大（F. Burki, J. Pawlowski）、ノルウェー・オスロ大（K. Shalchian-Tablizi, K. Jakobsen）、
カナダ・ダルハウジー大（J. Archibald）、カナダ・ブリティッシュコロンビア大（P. Keeling）、イギリス・オックスフォ
ード大（T. Cavalier-Smith）との共同で行った。現在結果を Genome Biology and Evolution 誌に投稿中である。 
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（１）  省電力ディペンダブルサーバに関する研究（佐藤） 
 分散 web サーバの省電力化及び高信頼 DSM の開発を行った．分散 web サーバ省電力化においては，複数
台の web サーバに対するアクセス頻度や負荷に応じ，適宜サーバの電力制御(DVFS 等)を行い，全体の電力
性能最適化を行う．高信頼 DSM では，相互結合網で結合されたノード間で，リモートページングと同じ技術を
用いたメモリページのコピーを行い，他のノード上にチェックポイントデータを作成する．これを自動的に行うこ
とにより，HDD を持たない組み込み機器等の省電力並列システム上で信頼性の高い DSM の構築を行う．これ
らの基本システムの設計・実装を行った． 
 
（２）  高性能・耐故障・省電力並列システムリンクに関する研究（朴，塙） 
 ルネサステクノロジとの共同研究により，PCI-e gen2 の仕様をベースに，並列ノード間の短距離結合網の開
発を行った．同リンクは PEARL と呼ばれ，PCI-e gen2 の multi-lane（最大４）と，拡張された PCI-e 通信プロトコ
ルを用いることにより，リンク故障対応と省電力制御を可能とする．PEARL の実装として，各並列ノードに
PEACH と呼ばれる通信リンク制御チップ（ルータ）を設け，これらの間を相互に結合する．今年度は PEACH の
試作版として，PEARL の PHY 部分とトランスポートレイヤ制御部分を FPGA 化したテストボードを実装し，この
上で基本的な通信アルゴリズム，耐故障アルゴリズムの研究開発を行った． 
 PEARLを用いたノード間は，通信レーン故障に対応し，さらに現在開発中の４チャネルの PEACH を用い，複
数経路を持つ相互結合網を構築すれば，小規模システムにおけるマルチパス（複数経路）が実現でき，う回路




                  PCI-e に基づく PEARL リンクの試作 FPGA ボード 
 
（３）  HPC クラスタ向け耐故障・高性能コモディティネットワーク（朴，塙） 
 研究室や小規模 HPC 向け PC クラスタでは，高価な SAN ではなく GbE が多用されている．これらのシステム
では，相互結合網の費用が安価ではあるが，絶対的バンド幅の不足が問題となり，また GbE の持つ性能的不
安定性や一時故障を含む故障率の高さが問題となる．複数の GbE リンクを束ねてこれを解決する RI2N 










 分散メモリ構成を基本とする大規模並列処理システムにおける並列 HPC アプリケーションのため，














llimit = rank * dx;
if(rank != (size - 1)) ulimit = llimit + dx;
else ulimit = YMAX;
temp_res = 0;
for(i = llimit; i < ulimit; i++)
for(j = 0; j < 10; j++){
array[i][j] = func(i, j);
temp_res += array[i][j];
}
MPI_Allreduce(&temp_res, &res, 1, MPI_INT, MPI_SUM, MPI_COMM_WORLD);
MPI_Finalize();
}
#pragma xmp template T[10]
#pragma xmp distributed T[block]
int array[10][10];
main(){
int i, j, res;
res = 0;
for(i = 0; i < 10; i++)
for(j = 0; j < 10; j++){






#pragma xmp aligned array[i][*] to T[i]
#pragma xmp loop on T[i] reduction(+:res)
add to the serial code : 
incremental parallelization
data distribution









XMP プロトタイプで記述されたディレクティブベース言語（左）と MPI 関数を用いて変換された例（右） 
 
（２） マルチコア・マルチソケット・マルチレール構成クラスタの性能解析（朴） 

















 近年の CPU のマルチコア化は組み込みプロセッサでも進んでおり，その性能評価と高性能システムへの適
用は重要な課題である．本研究ではルネサスの M32R，ARM/NEC エレクトロニクスの MPCore，ルネサスの

































組み込み向けマルチコアプロセッサにおける Susan Smoothing(左)及び NAS-PB CG（右）のスケーラビリティ 
 
【３】 大規模高性能並列システムにおける高速並列数値処理 
（１）  次世代スーパーコンピュータに向けた高速フーリエ変換アルゴリズム（高橋） 
 文科省が推進している次世代スーパーコンピュータ（NGS）におけるナノ分野グランドチャレンジアプリケーシ
ョンの一つである 3D-RISM における FFT 性能の改善に関する研究を行った．同応用では，対象となる FFT 問
題の規模が小さく，strong scalingな問題となることがわかっている．本研究では並列三次元FFTを二次元分割
化し，通信時間を削減することで MPI プロセスが多い場合にも対応するようにした．その結果，4096 コアを用い
































（２）  T2K-Tsukuba における Linpack 性能チューニング（高橋） 
 平成 20 年 6 月に導入された T2K-Tsukuba システムにおいて，６２５ノードを用いた Linpack 性能評価を行っ
た．大規模密行列の連立一次方程式の求解を通じ，fat-node 構成とマルチレール構成を併せ持つ
T2K-Tsukuba のようなシステムの特性を調べ，High Performance Linpack において N=1,508,000 の場合に
76.46TFLOPS の性能が得られた．これは，ピーク性能値の 83.1%に当たり，IA-32 ベースのシステムとしてほぼ
世界最高の実効効率を引き出している． 
 
HPL のプロセスとコアのマッピングの違い（左）と，T2K-Tsukuba における実効性能（右） 
 
（３）  Block Krylov 部分空間法に関する研究（多田野） 
















（２）  JLDG におけるグループ内広域ファイル共有の実現（建部） 
 素粒子物理研究グループとの共同研究により，JLDG 内における分散ファイル共有環境を構築した．研究は
筑波大を中心とし，KEK，金沢大，京大，阪大，広島大により構築された SINET3 専用線で相互結合されたファ





（３）  国内大学間連携のためのグリッド環境構築（建部，佐藤） 
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力化の検討，情報処理学会トランザクション ACS 
2. 高橋 睦史, 佐藤 三久, 高橋 大介, 朴 泰祐, 宇川 彰, 中村 宏, 青木 秀貴, 澤本 英雄, 助川 直
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3. Y. Nakajima, M. Sato, Y. Aida, T. Boku, F. Cappello: Integrating Computing Resources on Multiple 
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", 情報処理学会論文誌コンピューティングシステム, Vol.1, No.1, pp.61-72, 2008 
6. 岡本 高幸, 三浦 信一, 朴 泰祐, 塙 敏博, 佐藤 三久, "ユーザ透過に利用可能な高性能・耐故障マ
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Global File System and the JUXMEM Grid Data-Sharing Service”, Lecture Notes In Computer Science, 
Springer, Vol. 5168, pp.456–465, 2008 
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1. H. Kimura, M. Sato, T. Imada and Y. Hotta: Runtime DVFS Control with instrumented code in 
Power-scalable Cluster System, Proc. 10th IEEE International Conference on Cluster Computing 
(CLUSTER 2008), pp.354-359  
2. H. Midorikawa, M. Kurokawa, R. Himeno, M. Sato: DLM: A Distributed Large Memory System using 
Remote Memory Swapping over Cluster Nodes, Proc. 10th IEEE International Conference on Cluster 
Computing (CLUSTER 2008), pp.268-273 
3. T. Imada, M. Sato, Y. Hotta, H. Kimura: Power management of distributed web savers by controlling 
server power state and traffic prediction for QoS. HP-PAC2008 (with IPDPS 2008): 1-8. 
4. Y. Nakajima, Y. Aida, M. Sato, O. Tatebe: Performance Evaluation of Data Management Layer by Data 
Sharing Patterns for Grid RPC Applications. Euro-Par 2008: 554-564 
5. J. Lee, M. Sato, T. Boku 、“OpenMPD: A Directive-Based Data Parallel Language Extensions for 
Distributed Memory Systems”、First International Workshop on Parallel Programming Models and Systems 
Software for High-End Computing (P2S2), 2008. 
6. R. Kanbayashi, M. Sato, A Distributed Architecture of Sensing Web forSharing Open Sensor Nodes, GPC 
2009 
7. S. miura, T. Okamoto, T. Boku, T. Hanawa, M. Sato, “RI2N: High-bandwidth and Fault-tolerant Network 
with Multi-link Ethernet for PC Clusters”, Proc. Of Cluster2008, CD-ROM, Tsukuba, 2008. 
8. S. Miura, T. Boku, T. Okamoto, T. Hanawa, "A Dynamic Routing Control System for High-Performance 
PC Cluster with Multi-path Ethernet Connection", Proc. of CAC2008, CD-ROM, Miami, 2008 
9. S. Nishida, N. Katayama, I. Adachi, O. Tatebe, M. Sato, T. Boku, A. Ukawa: “High Performance Data 
Analysis for Particle Physics using the Gfarm file system”, Journal of Physics: Conference Series, Vol. 119, 
No. 062039, 2008. 
10. D. Takahashi: A Volumetric 3-D FFT on Clusters of Multi-Core Processors, 2009 SIAM Conference on 
Computational Science and Engineering, Miami Hilton Downtown, Miami, Florida, USA, March 5, 2009 
11. T. Yokozawa, D. Takahashi, T. Boku, M. Sato: Parallel Implementation of a Recursive Blocked Algorithm 
for Classical Gram-Schmidt Orthogonalization, Workshop on State-of-the-Art in Scientific and Parallel 
Computing (PARA 2008), NTNU, Trondheim, Norway, May 15, 2008.  
12. Y. Ishikawa, H. Fujita, T. Maeda, M. Matsuda, M. Sugaya, M. Sato, T. Hanawa, S. Miura, T. Boku, Y. 
Kinebuchi, L. Sun, T. Nakajima, J. Nakazawa, and H. Tokuda, “Towards an Open Dependable Operating 
System,”  Proc. of 12th IEEE International Symposium on Object / component / service-oriented 
Real-time distributed Computing (ISORC2009) 
13. H. Tadano, T. Sakurai. A performance evaluation of block Krylov subspace methods for the contour 
integral method. International Symposium on Frontiers of Computational Science 2008, Nagoya, Japan, 
Nov. 2008 
14. T. Sakurai, H. Tadano, An Inner/Outer Loop Free Parallel Method for Interior Eigenvalue Problems. 7th 
International Workshop on Accurate Solution of Eigenvalue Problems, Dubrovnik, Croatia, June. 2008. 
15. J. Asakura, T. Sakurai, H. Tadano, T. Ikegami and K. Kimura. A Linearization  Method for 
Polynomial Eigenvalue Problems Using a Contour Integral. 7th International Workshop on Accurate 
Solution of Eigenvalue Problems,  Dubrovnik, Croatia, June. 2008. 
 
<招待講演> 
1. T. Boku, “Supercomputing Driven by Cluster Technology –It’s Light and Shadow-”, Supercomputing & 
KREONET/GLORIAD Symposium, Jeju, 2008 (Keynote Speech) 
2. 朴 泰祐, “高性能計算環境の動向と今後の展望”, 大阪大学シグマ講演会（招待講演） 
3. 建部修見: “クラウドコンピューティングを高度化するストレージ技術(招待講演)”, WebDB Forum 2008, 招
待講演, 2008. 
4. 高橋大介：高速フーリエ変換の超並列計算に向けて，スーパーコンピューターワークショップ 2009， 























































































































問題に対応するための新たな索引機構 Rsb 木(R-tree with Semi-Bulkloading)を開発した． 
GCInterval K




























































我々は分散ハッシュ表(DHT; Distributed Hash Table)と呼
ばれる P2P に着目し，その効率化に取り組んでいる．具体
























計算される設計となっている．WAIM2008 国際会議における本研究成果発表で，成田和世氏が Hongjun 







































（主な研究費：科研費特定領域研究，JST CREST，科研費若手研究 B） 






（１） XML データに対する OLAP（天笠，北川） 
  XML データに対して必要な情報を獲得するための処理としては，検索が一般的である．しかしながら，
XML の応用範囲が広がるにつれ，検索処理だけではなく，より複雑な分析処理と知識発見を可能にす
る対話的分析処理(OLAP; Online Analytical Processing)のサポートが重要になる．我々は，XML データ
の分析処理を可能にする XML-OLAP 技術の研究開発を行っている．OLAP では，データを多数の属
性からなる仮想的な多次元キューブととらえ，キューブに対して演算を適用することによって分析を行う．
今年度は，XML-OLAP において重要な役割を持つ TOPOLOGICAL ROLLUP 演算に着目した．これは，
XML の特徴である木構造を利用し，葉ノードから根ノードに向かって集約計算を繰り返し行う演算であり，




笠講師，北川教授が，iiWAS2008 Best Student Paper Award を受賞した． 
 
（２） 大規模 XML 検索の並列処理（天笠，北川） 







理 に お け る 重 要 な ア ル ゴ リ ズ ム で あ る
“Holistic Twig Join”に着目し，これを PC ク
ラスタ上で分散・並列実行する手法をそれ































stream b b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7
stream c c1 c2 c3 c4 c5 c6 c7 c8
stream d d1 d2 d3 d4 d5 d6 d7 d8
stream e e1
stream f f1 f2 f3 f4 f5 f6 f7






stream c c1 c2 c3 c4 c5 c6 c7 c8
stream d d1 d2 d3 d4
stream d d1 d2 d3 d4
stream e e1







処理のため，XML データおよび問合せワークロードから得られる情報に基づき XML を分割する．これを
クラスタノードに配置し，問合せを実行する．特定のノードに処理が集中するなど，処理負荷が不均衡
になった場合には，過負荷のノードが実行している処理を，他ノードに分散することで，システム全体の
性能を保つことができる．この研究発表により，Machdi Imam 氏，天笠講師，北川教授は iDB2008 
Excelent Paper Award および iiWAS2008 Best Student Paper Award を受賞した． 
 
 
（３） P2P ネットワークにおける XML 探索（天笠，北川） 








（１） GPV/JMA アーカイブ（天笠，北川） 
  地球生物環境研究部門と共同で，気象庁気象予報










をマップするための KML ファイルの公開サービスも行っている（エラー! 参照元が見つかりません。）． 
 
 















一つである西高東低冬型を Support Vector Machine(SVM) を用いて分類する手法を開発した． 
 
（４） 格子 QCD アンサンブル XML のファセット検索（天笠，北川） 
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年 12 月 1 日～2 日, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol. 108, No. 329, DE2008-75, p. 55. 
14． 川島英之，北川博之，寺島裕貴, "ストリーム処理エンジンにおける効率的な来歴管理"，第 1
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
15． 永元芳幸, 天笠俊之, 北川博之, "注釈を利用した XML データのためのトレーサビリティ機構
の提案"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8
日～10 日． 
16． 大喜恒甫, 渡辺陽介，北川博之，川島英之, "分散ストリーム処理における対象情報源の動的
変化を考慮した問合せ最適化手法の評価"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフ
ォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
17． 柿木健，北川博之，天笠俊之, "レコードデータに対するリッジ問合せの性能評価"，第 1 回デ
ータ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
18． Jiajun Gu, Hiroyuki Kitagawa, "Metadata-aware Keyword Search in Relational Databases",第 1
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
19． Zhitao Shen,Xin Li,Hideyuki Kawashima and Hiroyuki Kitagawa, "Pattern-based Window: A 
Novel Window Operator to Support Event Detection for Data Stream Processing",第 1 回デー
タ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
20． 李暁晨，天笠俊之，北川博之, "DHT における XPath に基づく XML キーワード検索の性能評
価"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日
～10 日． 
21． 佐藤亮，川島英之，北川博之, "データストリーム処理へのベイジアンネットワークの導入"，第 1
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
22． 木村広希, 川島英之, 北川博之, "サポートベクターマシンを用いた気圧配置の自動分類"，
第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10
日． 
23． 高木崇, 川島英之, 天笠俊之, 北川博之, "イベント検知に基づく衛星画像とコンテンツの統
合"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日
～10 日． 
24． 高橋翼, 北川博之, "ソーシャルブックマークにおける情報の活性度を考慮した Web ページの
ランキング"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3
月 8 日～10 日． 
25． 山口卓郎，渡辺陽介，北川博之, "センサノード上で動作する汎用データ管理基盤の開発"，
第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10
日． 
26． 駒水孝裕，天笠俊之，北川博之, "XML データに対するファセットナビゲーションのためのフレ
ームワーク FoX の提案"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，
2009 年 3 月 8 日～10 日． 
27． 塩川浩昭，渡辺陽介，北川博之，川島英之, "分散ストリーム処理システムにおける高信頼化
手法の提案"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3
月 8 日～10 日． 
28． 寺島慎太郎，天笠俊之，北川博之, "木直列化に基づく XML データにおける木構造の統合"，
第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10
日． 
29． 渡邊桂太, 高橋翼，北川博之, "ソーシャルブックマークにおけるユーザ間の類似度を考慮し
たスパマー検出"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009
年 3 月 8 日～10 日． 
30． 高橋公海，森嶋厚行，杉本重雄，北川博之, "Web ページを対象とした包含従属性の効率的
な発見手法"，第 1 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3
月 8 日～10 日． 
31． 渡辺知恵美，新井裕子（お茶の水女子大），天笠俊之, "ブルームフィルタを用いたプライバシ
保護検索における攻撃モデルとデータ撹乱法の一検討"，第 1 回データ工学と情報マネジメン
トに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
 
＜受賞＞ 
1． WAIM2008 (The 9th International Conference on Web-Age Information Management) 最優秀
学生論文賞 (Honjun Lu Best Student Paper Award): Kazuyo Narita and Hiroyuki Kitagawa, 
"Outlier Detection for Transaction Databases using Association Rules", Proc. 9th International 
Conference on Web-Age Information Management (WAIM 2008), pp. 373-380, Zhangjiajie, 
China, July 20-22 2008.  
2． 日本データベース学会・情報処理学会データベースシステム研究会・電子情報通信学会デー
タ工学研究会優秀若手研究者賞：Chantola Kit, 「Algorithms for Efficient Structure-based 
Grouping in XML-OLAP」 
3． iDB フォーラム 2008 優秀論文賞： 
A) Imam Machdi, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, 「An Algorithm for Parallel 
Holistic Twig Joins on a PC Cluster」 
B) Djelloul Boukhelef and Hiroyuki Kitagawa, 「RCAN: A Multi-ring Content Addressable 
Network」 
4． iDB フォーラム 2008 学生奨励賞： 
A) 李暁晨，天笠俊之，北川博之，「構造型 P2P ネットワークにおけるキーワードを含む XPath に
よる XML 文書検索」 
B) 高橋公海，森嶋厚行，杉本重雄，北川博之，「Web コンテンツ一貫性管理のための制約発見
支援」 
5． iiWAS2008 最優秀学生論文賞 (iiWAS2008 Best Student Paper Award) 
A) Imam Machdi, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "GMX: An XML Data Partitioning 
Scheme for Holistic Twig Joins", Proc. 10th International Conference on Information 
Integration and Web-based Applications and Services (iiWAS 2008), pp. 137-146. Linz, 
Austria, Nov 24 - 26, 2008. 
B) Chantola Kit, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "Algorithms for Efficient 
Structure-based Grouping in XML-OLAP", Proc. 10th International Conference on 
Information Integration and Web-based Applications and Services (iiWAS 2008), pp. 170-177, 
Linz, Austria, Nov 24 - 26, 2008. 
6． DEIM フォーラム 2009 優秀インタラクティブ賞：高橋公海，森嶋厚行，杉本重雄，北川博之，
「Web ページを対象とした包含従属性の効率的な発見手法」，第 1 回データ工学と情報マネジ
メントに関するフォーラム(DEIM2009)，2009 年 3 月 8 日～10 日． 
5. その他成果デモ展示 
1. イノベーションジャパン 2008（主催：JST, NEDO）：「大規模センサーデータ処理のためのデータ
ストリーム管理基盤」，2008 年 9 月 16～18 日，東京国際フォーラム． 
V-2 計算メディア分野  
 
1. メンバ 
教授 大田 友一 




































































【2】 監視カメラ映像を活用する視覚支援方式 （大田、亀田、北原） 
（１）シースルービジョン （大田、亀田、北原） 

















（2） センシング WEB （大田、北原、亀田） 





























【3】複合現実感技術 （大田、北原、亀田）  













































【5】プライバシを考慮したモバイルカメラによる高自由度映像監視技術 （北原、大田）  
 2006年度から2008年度の3年間の計画で、科学研究費補助金・若手研究Ａ「被写体のプライバシを考慮した















韓成，伊藤禎宣，鳥山朋二，北原格，小暮潔，情報処理学会論文誌，Vol.50, No.1, pp.289-301, 
(2009.1) 
2. Compensated Visual Hull with GPU-Based Optimization ; Hansung Kim, Ryuuki Sakamoto, Itaru Kitahara, 
Tomoji Toriyama, Kiyoshi Kogure, Pacific-Rim Conference on Multimedia (PCM2008),  pp.573-582, 
(2008.12) 
3. Robust Trajectory Estimation of Soccer Players by Using Two Cameras ; Nozomu Kasuya, Itaru Kitahara, 
Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, The 19th International Conference on Pattern Recognition (ICPR2008), 
CDROM Proceedings 6 pages, (2008.12) 
4. Interactive Video Surveillance by Using Environmental and Mobile Cameras; Itaru Kitahara, International 
Forum on Multimedia and Image Processing (IFMIP2008), CDROM Proceedings 6 pages, (2008.10) 
5. Generating Perceptually-Correct Shadows for Mixed Reality; Gaku Nakano, Itaru Kitahara and Yuichi 
Ohta, 7th International Symposium on Mixed Reality and Augmented Reality (ISMAR2008), pp.173-174 , 
(2008.9) 
6. 変型ビルボードを用いた人物像の提示による複合現実感卓上作業の遠隔共有; 南谷真哉，北原格，亀





1. 自由視点映像技術を用いたサッカーシーンの選手視点映像生成; 糟谷望, 北原格, 亀田能成, 大田友
一，電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.215, (2009.3) 
2. モバイル端末画像を用いたクライアント・サーバ型の PTAM 処理; 林将之, 北原格, 亀田能成, 大田友
一, 電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.163, (2009.3) 
3. SIFT key 追跡に基づく固定カメラ群に対する移動カメラの撮影対象空間の重複度合定量化; 住谷司, 
亀田能成, 大田友一, 電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), 
pp.176, (2009.3) 
4. 自由視点映像提示における人物ビルボード方式と３次元復元方式との比較; 秦哲也, 北原格, 亀田能
成, 大田友一，電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.189, 
(2009.3) 
5. ウィンドシールドディスプレイを用いた道路鏡像の空中提示法の視覚評価; 川俣貴也, 北原格, 亀田能
成, 大田友一, 電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.190, 
(2009.3) 
6. 遠隔協調型複合現実感における目領域映像の重畳提示; 岡本祐樹・北原格・大田友一, 電子情報通信
学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.191, (2009.3) 
7. モバイルカメラ画像を用いた環境カメラ画像からの顔パーツ検出法; 圷直輝, 北原格, 亀田能成, 大田
友一, 電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.196, (2009.3) 
8. MR ミラーにおける視点位置推定のための顔領域検出手法; 佐藤秀昭・北原格・大田友一, 電子情報通
信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.197, (2009.3) 
9. Hostile Intent Detection by Using Video Signal; Polikovsky Semion Senya, Kameda Yoshinari, Ohta Yuichi,
電子情報通信学会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.202, (2009.3) 
10. 複合現実感における手と仮想物体の重畳手法の検討; 田中康宏・北原格・大田友一, 電子情報通信学
会 2009 年総合大会講演論文集(情報・システム講演論文集 2), pp.236, (2009.3) 
11. SIFT key 追跡に基づく撮影対象空間の重複度合定量化への試み; 住谷司, 北原格, 亀田能成, 大田
友一, 電子情報通信学会 技術研究報告 PRMU, vol.108, no.363, pp.81-86, (2008.12) 
12. Visual Augmentation Methods for Surveillance Cameras by Using Mixed Reality ; Itaru Kitahara, Shinya 
Yamazaki, Takahiro Tsuda, Yoshinari Kameda, and Yuichi Ohta, International Workshop on "Sensing 
Web", 8 pages, (2008.12) 
13. 環境カメラを用いた複合現実感のためのモバイルカメラの位置・姿勢推定; 濱田修平，北原格，亀田能
成，大田友一，電子情報通信学会 技術研究報告 PRMU, vol.108, no.327, pp.109-116,  (2008.11) 
14. MR ミラー：仮想鏡像を用いた複合現実感提示方式の実現; 佐藤秀昭, 北原格,大田友一,日本バーチャ
ルリアリティ学会第 13 回大会論文集, 4 pages, (2008.9) 
15. 仮想俯瞰模型を用いた 3 次元空間の指示・共有システム; 林将之, 北原格, 亀田能成, 大田友一,日本
バーチャルリアリティ学会第 13 回大会論文集, 4 pages, (2008.9) 
16. 仮想視点移動が可能な広範囲でのシースルービジョン; 山崎真也, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 日
本バーチャルリアリティ学会第 13 回大会論文集, 4 pages, (2008.9) 
17. サッカーシーンの選手視点映像提示に向けた２台のカメラによる選手軌跡獲得; 糟谷望, 北原格, 亀田
能成, 大田友一, 画像の認識・理解シンポジウム 2008 論文集(MIRU2008), pp.1578-1585, (2008.7) 
18. 領域を限定した SIFT 特徴の抽出; 古畑俊一郎, 亀田能成, 大田友一, 画像の認識・理解シンポジウム
2008 論文集(MIRU2008), pp.1330-1335, (2008.7) 
19. 仮想視点移動が可能な広範囲でのシースルービジョン; 山崎真也, 北原格, 亀田能成, 大田友一, The 
First Korea-Japan Workshop on Mixed Reality (KJMR08), 4 pages, (2008.6) 
20. 仮想俯瞰模型を用いた 3 次元空間の指示・共有システム; 林将之, 北原格, 亀田能成, 大田友一, The 
First Korea-Japan Workshop on Mixed Reality (KJMR08), 6 pages, (2008.6) 
21. ウィンドシールドディスプレイを用いた道路鏡像の空中提示; 川俣貴也, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 
第４回デジタルコンテンツシンポジウム (DCS2008), 6 pages, (2008.6). 
 
5. シンポジウムの開催 
1.  第 2 回実世界計算情報学シンポジウム日程： 
2009 年 3 月 23 日(月) 
場所：筑波大学計算科学研究センター国際ワークショップ室 
主催：筑波大学プレ戦略イニシアティブ「実世界計算情報学の基盤創成拠点」 
 
